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        株式会社With You

 代表取締役社長　小林 俊介



小林 俊介  S59.7.29　38歳　獅子座　O型

経歴


2003年　新潟県立高田工業高校 機械科 卒業


2015年　株式会社 With You 設立


2018年　株式会社 新潟アパタイト 取締役 就任

                NPO法人 ワークステージ 理事 就任

                NPO法人 就労継続支援A型事業所全国協議会 理事 就任

                柏崎市障害者活躍推進アドバイザー 就任


2019年　株式会社 koyukino 設立

　　　     一般社団法人 禄陽 特別顧問 就任

                アメックス・サービスアカデミー 選出・受講


2020年　社会起業塾 選出・受講

                株式会社 Sprite 特別顧問 就任

                NPO法人 SPIN A TALE 理事 就任

                Amazon Japan の新規事業にアドバイス



【違和感】 
みんなどこ行った？ウチだけが特殊なの？

【原体験】 
周りとは違う家庭環境や地域性、父の経営する会社

【欠落】 
飲酒・喫煙・ギャンブル・喧嘩・暴走行為・補導・前科・刺青・離婚・借金

【転機】 
2010年1月1日人生7度目の交通事故

【有意味性】 
クズだった俺にも出来ること→俺にしか出来ないこと





30年以上に渡って障がいのある人達と働き続け、少しずつ大きく
なってきた弊社だからこそ、社会に伝えるべきことがある。



                                      【 問題意識 】


　　　　　　　　　　・就労支援事業所の低工賃


　　　　　　　　　　・ディーセントワークとはかけ離れた仕事


　　　　　　　　　　・福祉事業自体の制度設計


　　　　　　　　　　・地域との温度差


　　　　　　　　　　・法定雇用率　　　



会社紹介

社　名 ： 株式会社With You 
設　立 ： 2015年7月 
資本金 ： 700万円 
年　商 ： 8,500万円 
社員数 ： 60名(利用者含む) 
事業所 ： 就労継続支援A型 【With You】 (2015年9月開所) 
              就労継続支援B型 【Be With You】 (2019年9月開所) 
              インテリア事業部【輸入インテリアkoyukino】 (2020年7月開所) 
              就労継続支援A型 【J With You】(2022年11月開所) 

特　徴 ： With You   優良事業所認定 
              Be With You   全国トップレベルの工賃支払い実績(450円/h~) 
              Koyukino   BEAMSとも契約したTRYBIKE JAPANを運営 



VISION　『当たり前』を全ての人に。

幼少期の原体験にある風景。誰もが普通に働き、地域で暮らす。「障害」とか関係無しに地域の子供を
地域の大人が見守り、義務や制度でなく、当たり前のこととして関わり合う関係性。


MISSION　福祉とビジネスの架け橋になる。

いつからか「障害者」との関わりは「福祉」になった。障害者の雇用は「義務」になった。地域社会を動か
す「ビジネス(経済)」とは別の流れになった。かけ離れてしまった「福祉」と「ビジネス」を繋ぐ役割を担う。


STANCE　福祉の『向こう側』へ。

福祉事業である「就労継続支援」などの事業を活用しながら、最終的にはそれが不要(必要最低限)に
なるような地域社会の仕組みや風潮・空気感を創り出す。







Made in Japanの『ものづくり』を

縁の下で支える力持ち



自動車部品や医療機器、カメラやPCなどの精密部品の検査業務などに従事しています。



インテリア事業　【 TRYBIKE JAPAN 】 
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柏崎市障がい者活躍推進事業

福祉目線ではなく、企業目線での障害者活躍の
サポート事業。


障害者雇用の実践者をアドバイザーとして企業に
派遣したり、当事者の相談に乗ったり、シンポジウ
ムなどを開催して周知を進めることを行う。


年間予算 約230万円で受託。

(産業振興部商業観光課予算)









現時点で自分達が『事業』として行なっている『福祉』を、
仕事を通して地域や企業と関わることで『概念』としての
『福祉』として地域に浸透させていく。




